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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で�

�

健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

●�
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

少
子
化
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
非
婚
化
・
晩
婚
化
に
対
し

て
、
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
生
活
の
支
援
と
し

て
「
結
婚
お
祝
い
金
」
を
給
付
し

て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
策
と
し
て
も
、
出
産
時
・

就
学
時
・
中
学
入
学
時
の
支
援
事

業
と
し
て
「
子
育
て
３
ス
テ
ッ
プ

応
援
金
」
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま

で
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
伴
走
型
相
談
支
援
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
全
て
の
出
生

児
を
対
象
と
し
た
保
健
師
な
ど
に

よ
る
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
小
児
科
医
・
産
婦
人
科
医
・
助

産
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
を
実
施
し
て
、
全
て
の
妊

産
婦
な
ど
の
孤
立
感
・
不
安
感
の

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
経

済
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
の
た
め
「
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
安
定
的
な
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
の
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進

行
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
地
域
福
祉
の

意
識
を
高
め
、
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
関
係
団

体
と
の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
自
立
と
社
会
参
加

へ
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
相
談
体
制
の
充
実
、
生
活

支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
・
介
護
な
ど
が
連
携
す

る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
に
、
緊
急
通
報
機
器

を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急

事
態
発
生
時
の
対
応
や
安
否
確
認

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
高
齢
者

あ
ん
し
ん
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
医
療
費
の
抑
制
と

保
険
料
の
収
納
向
上
に
よ
り
、
保

険
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

要
介
護
認
定
者
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
健
全
な
介
護

保
険
財
政
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。生

き
が
い
を
育
む�

�

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

　
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な
心
」、

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ

た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整

備
を
進
め
た
一
人
１
台
学
習
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
を
活
用
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
苗
木
の
育
成
体
験
を
通
し

て
、
郷
土
に
つ
い
て
の
学
習
を
深

め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
指
導
助

手
を
通
し
て
、
英
語
の
習
得
と
国

際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
「
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
」
を
基
に
、
地
域
や
保
護

者
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら 

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
生
涯
学
習
に
自
発
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
学
習
で
き
る
機
会
の

提
供
に
努
め
、
活
用
し
や
す
い
施

設
を
目
指
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
「
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

核
と
し
た
新
時
代
の
生
涯
学
習
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　

豊
か
な
体
験
・
交
流
・
学
習
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

青
少
年
が
健
全
に
の
び
の
び
と
、

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
や
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
維
持
管

理
や
調
査
を
行
い
、
修
理
の
た
め

の
技
術
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。「
真
壁
の
町
並
み
」
や
「
真

壁
城
跡
」
に
つ
い
て
も
、
歴
史
景

観
の
保
存
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

安
全
安
心
な�

�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
・
防
災
訓
練
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
数
の
減
少
や

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
地
域
の
実
情
に
合
う
消
防
体

制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
防
犯
灯
や

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
整
備
し
、
防

犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の

充
実
と
、
正
し
い
消
費
知
識
の
習

得
や
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、
市

民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る�
�

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
地
産

地
消
の
推
進
と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
、
農
家
の
所
得
向
上

を
図
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や

農
地
の
集
積
に
よ
る
効
率
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
環
境
の
保
全
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策

室
と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
や
被
害
防
止

対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
里
山
保
全

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活

用
し
た
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大

や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品

開
発
の
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し

た
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。
市
内

の
消
費
促
進
お
よ
び
商
工
業
の
振

興
を
図
る
た
め
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

石
材
製
品
の
市
場
や
販
路
の
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
「
産
業
立
地
・
雇
用
促
進

に
関
す
る
奨
励
制
度
」
に
基
づ
く

優
遇
措
置
や
、
遊
休
地
情
報
を
発

信
し
、
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
企

業
が
立
地
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
新
た
な
雇
用
確
保
が
で
き
る

よ
う
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

国
の
名
勝
指
定
の
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
や
多
数
の
登
録
文
化
財
を

有
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る「
雨
引
観
音
」

な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源
と
と
も

に
、
地
域
資
源
で
あ
る
「
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
」「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
」「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
」
な
ど
、
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55
万

本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
「
日
本
一
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
」
と
し
て
全
国

に
向
け
引
き
続
き
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
「
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

キ
ャ
ン
プ
場
」や「
筑
波
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地

や
特
性
を
活
か
し
た
管
理
運
営
を

桜川市長 大
お お つ か

塚 秀
ひ で き

喜

令和 6年度 施政方針
　令和６年３月５日～１８日の会期で開催された、
第１回桜川市議会定例会で、令和６年度の市政運営
に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　
　なお、令和６年度予算の概要については、来月号
に掲載します。

施政方針

✿ CONTENTS

02 令和 6 年度施政方針
05 さくらがわ人生応援プロジェクト
06 English Day 開催／民間自治功

労者表彰／県西８市が包括連
携協定締結

07 まちの話題
08 第 19 回桜川市さくらマラソン

大会
09 歴史資料館だより№ 105
10 健康ガイド
12 情報ひろば
15 文芸さくらがわ
16 大和駅北公園遊具増設／真壁

のひなまつりで来訪者をお出
迎え／被災地に市職員派遣

【人口】 36,527 人 （ー 53）
【 男 】 18,165 人 （ー 22）
【 女 】 18,362 人 （ー 31）
【世帯】 13,513 世帯（± 0）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和６年 3月１日現在

✿ 表　紙

一走入魂
５年ぶりに開催　第 19回桜川市さくらマラソン大会

　表紙は、３月 10 日に桜川市
総合運動公園で行われた第 19
回桜川市さくらマラソン大会を撮
影したものです。
　５年ぶりの開催となった同大
会は、市内外から多くの方が参加
し、早春の桜川路を駆け抜けまし
た。ランナーからは、全力で疾
走する姿と、走りに集中した真剣
な表情がみられました（8 ページ
に関連記事を掲載しています）。

一走入魂

✿ 桜川市の人口と世帯
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行
い
、利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

快
適
な�

�
暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
に
お
け
る
新
た
な
都
市

拠
点
の
形
成
を
推
進
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
即
し
た
適
正
か
つ
合

理
的
な
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　
「
さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
住
宅

取
得
助
成
金
交
付
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
、
市
内
で
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
、
最
大
で
２
０
０
万

円
の
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
「
桜
川
市
空
家
等
対
策
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
確

保
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
的

に
、
空
家
対
策
の
推
進
と
利
活
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
「
上
曽
ト

ン
ネ
ル
整
備
事
業
」
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

要
望
が
多
い
、
そ
の
他
の
市
道
や

排
水
整
備
は
、
緊
急
性
・
必
要
性

を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、道
路
や
橋
梁
の
補
修
・

修
繕
な
ど
は
、
安
全
確
保
を
図
る

た
め
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
公
共
交
通
の
充
実

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
共

交
通
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
移
動

手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
基
幹
路
線
の
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

Ｇ
Ｏ
」
は
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
や
運
転
免
許

を
お
持
ち
で
な
い
方
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を
助
成

し
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

●
下
水
道
の
整
備

　

水
洗
化
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
、効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
り
、

接
続
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
上
水
道
の
整
備

　

給
水
人
口
の
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
な
ど
か
ら
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
安
全
で
お
い
し

い
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
新
た
に
策
定
し
た
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
経
営
戦
略
」
に

基
づ
き
、
水
質
管
理
や
老
朽
施
設

お
よ
び
老
朽
管
の
改
善
を
図
り
な

が
ら
、
公
営
企
業
と
し
て
経
営
の

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
な
ど

の
環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協

力
の
も
と
、適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

　
「
桜
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖

化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
環
境
保
全

の
た
め
の
意
識
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
監
視
指
導
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
質
の
監
視
強
化
に
努

め
、
悪
臭
や
野
焼
き
な
ど
の
公
害

苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化
や
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く�

�

自
治
の
ま
ち
づ
く
り

●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体
を
活
用

し
、
定
期
的
か
つ
効
果
的
に
市
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

と
市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
際
交
流
事
業
で
は
、
友
好
交

流
都
市
と
の
交
流
を
通
し
て
市
民

文
化
の
向
上
、
国
際
親
善
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
活
動
や
講
演
会
の

開
催
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画

の
意
識
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施

し
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
庁
舎
の
課
題
を
解
決

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

れ
る
よ
う
新
庁
舎
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

組
織
経
営
と
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
充
実

　

職
員
の
能
力
開
発
や
人
材
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な

行
政
運
営
に
向
け
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

市
の
魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
を

発
掘
し
、
寄
付
者
の
皆
さ
ま
に
選

ん
で
い
た
だ
け
る
返
礼
品
を
取
り

揃
え
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
発
信
し
、
そ
れ
ら

の
財
源
と
な
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
よ
る
法
人
か
ら
の
支

援
も
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
く
ら
が
わ�

�

人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

桜
川
市
は
令
和
４
年
度
に
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
、
人
口
減
少
対

策
は
最
重
要
課
題
で
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民

の
人
生
を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す

る
「
さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

新
た
に
追
加
と
な
る
事
業
な
ど
、

詳
し
く
は
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
説
明

し
ま
す
。

施政方針
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